
保護者アンケート　自由記述欄より　   　

行事について

・マラソン大会は開催して欲しい（２）。

・徒競走は順位をつけていいとおもいます。

・遠足の件です。行った先でお昼を食べる際、シカの糞がたくさんで座るところを探すのが大変だったことがあったよ
うです。

◎学習指導要領の改訂に伴い、３年前から「マラソン大会」は行われていません。マラソンに代わる体力づくりと
して、２年前から縄跳びの取組を行っています。
◎運動会の徒競走は、人との競争ではなく、個人としての成長やその頑張りを見てもらうために行います。
◎遠足は、活動内容や距離を考えると目的地を変えるのは難しいので、糞のないところを探して食べるようにし
ます。

コロナ禍に関して

・登下校中にはマスクをしないということを徹底すべき。

・コロナ禍で学校での生活が全然見えない中 学級通信を通して子供達の様子を写真に残して お便りにしていただ
いてるのが すごくありがたいです！ クラスの雰囲気や行事の様子など 見えない中で先生の工夫によって見させて
もらえるので助かります！ありがとうございます。

・基本的に当てはまるとは思いますが、子供の様子を見て想像のみ。（我が家は楽しく通学させていただいているの
で）実際には、学校との交流、参観、懇談もほぼありませんし、今は未知の世界です。

・コロナの影響で地域交流が減った。 保護者と児童、先生との交流も。

◎登下校中のマスクにつきましては、会話を行わない場合は外しても構わないが、身体的距離（２ｍ以上）を保
つことができなかったり、会話することが考えられる場合はマスク着用となります。
◎コロナ過でみその保育園との交流や保護者との交流もほとんどありませんが、今後の感染状況を見ながらでき
ることから取組を進めていきます。

その他・学校への要望等
・休み時間の際に体力山付近で遊んでいると保育園児がいるとき、仕方ないかもですが小学生が注意されてあの辺
では遊べないんだと言っていました。せっかくの休み時間、のびのび楽しく過ごして欲しいです。

・からかいやいじめに対してもっと厳しく指導して欲しいです。 うちの子はいじめにより仮病を使って学校を休むこと
が多くなりました。 いじめをする子を指導するのは当たり前ですが、その子の親にもしっかり指導して欲しいです。
「この子はこういう子だから仕方ない」では済まされません。 うちの子が休むのではなく、いじめをしている子が別の
教室で学習するなどの対応をして欲しいです。

・歯科、身体の健診は滞りなくやって下さっていますし、保健だよりは丁寧でわかりやすく参考になります。ありがとう
ございます。 一点だけ、登校時のランドセルがかなり重く、ランドセルに入り切らない日も多々あります。 その重さや
バランスは身体に悪影響はないのか気になっています。

・学力、友達関係、具体的な変化も向上も感じられない。

・全部の質問内容が漠然としていて答えようが無い。学校の事を良く知らない。

・連絡等が疎か

・地域はもちろんですが、日本の事も大好きになるような正しい教育を学校でもよろしくお願いいたします。(2)

苫小牧市立美園小学校 美園小の児童のめあて
○自分の考えを見つけ、さらに深めあおう
○自分にはきびしく、人にはやさしくしよう

○ねばり強くやりとげよう
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◎学校の休み時間のグランド使用（体力山含むについては、小学校が優先的に使えることになっています。みそ
の保育園に確認しておきます。
◎いじめアンケートで「まだ嫌な思いをしている」に回答している児童の保護者に連絡を取り、積極的ないじめの
認知を進めていきます。また、加害者の保護者への連絡も行い、学校と家庭の共通理解のもとで指導を進めて
いきます。
◎ランドセルの重量に関しては全国的な問題となっています。本校でも、学校に置いていってもよいもの等を取り
決めて、過度の重量にならないように配慮しています。今後、更に良い方法がないか検討を重ねていきます。
◎アンケート項目については、今年度の重点目標に対して取組状況がどうだったのかを確認するのであのような
項目になりましたが、評価基準として具体的な項目等を添付したので、それを参考に答えていただきたいと思い
ます。さらに、学校の様子が保護者に伝わっていないことが多く見られたので、さくら連絡網を活用して情報発信
を行っていきます。

お褒めの言葉等
・いつも子供達の為にご尽力いただき、 心より感謝申し上げます。 私達保護者も、出来る限りの協力をしていきたい
と思います。 今後ともよろしくお願いいたします。

・特別支援学級では熱心に見ていただいていつも本当に感謝です。

◎学校や職員、その他多くのことにお褒めの言葉を頂きまして本当にありがとうございます。これらの言葉がとて
も励みになります。これからも頑張っていきたいと思います。

　これらの他にも、たくさんの貴重なご意見や要望等をいただきました。あらためて感謝申し
上げます。
　アンケートに限らず、日常からお気づきの点は、学校へ伝えていただきたくよう再度お願い
申し上げます。
　ご意見や方策の中で取り入れることが可能なものには，順次取り組んでいきますので、今後
ともどうぞよろしくお願いいたします。

　後期もコロナ禍の状況により、通常の教育活動に様々な制限が加えられること
が予想されます。学校は、その状況に応じて最善を追求し、保護者と連携して取
り組んでまいりますので、よろしくお願いいたします。

児童アンケート　自由記述欄より　   　

　各クラスから出てきたもの（下記に一例を載せています）を低・中・高ブロックに分けて
まとめました。そのまとめたものを各クラスで１時間の学活を使って話し合いを行います。
「自分たちでできることはないか」「どうしたらよいだろうか」等の改善方法や方策を児童
自ら考えて取組をすすめていきます。

【一例】

・しゅくだいをふやしてほしい（５）
・きゅうしょくふえてほしいな
・ごはんはやくたべたい
・なかやすみどっちぼーるしたい
・１００てんとれるべんきょうをしたい
・タブレットみんなができるまでまっててほしい。
・タブレットの勉強をふやしてほしい
・できればそうだんにのってほしい
・雨もりを直してほしい
・字をもうちょっとおそく書いてほしい
・先生ともっとあそびたい。先生が来てくれた方がもりあがるから
・昼休みに先生と遊びたいです
・外へ出ての学習を増やしてほしい
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